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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納するメモリ部と、
　磁気波を受信して誘導電流を発生させる機能と、外部に無線周波数信号を出力するアン
テナの機能と、を有するコイルと、
　前記メモリ部から前記基本データを読み出し、読み出したデジタル形式の前記基本デー
タに応じて、データを伝送するための電気信号である伝送波を変調して信号を生成するＩ
Ｃと、
　現在の状態を測定し、アナログ形式の付加データを取得するセンサと、
　前記ＩＣ、前記センサ及び前記コイルに接続された可変抵抗を有するセンサ信号発生部
と、
　前記センサ信号発生部は、前記センサから入力されるアナログ形式の付加データに応じ
て前記可変抵抗の抵抗値を変化させることにより、前記基本データに基づいて変調された
信号の振幅ａを振幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを伝送するための伝送波と、
前記デジタル形式の基本データを伝送するための振幅ａを有する信号と、前記アナログ形
式の付加データを伝送するために前記振幅ａから遷移された振幅ｂを有する信号と、によ
り合成信号を生成し、
　前記コイルは、前記無線周波数信号として前記合成信号を出力することを特徴とする、
ＲＦタグ。
【請求項２】
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　前記コイルで発生した前記誘導電流を静電圧に変換し、前記ＩＣ及び前記センサに印加
する静電圧印加回路をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のＲＦタグ。
【請求項３】
　前記ＲＦタグはステッカー状で製造され、前記ステッカーの接着面上に少なくとも前記
コイル及び前記センサを具現することを特徴とする、請求項１に記載のＲＦタグ。
【請求項４】
　前記請求項１のＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、
　前記メモリ部により、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステ
ップと、
　前記コイルにより、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、
　前記ＩＣにより、前記メモリ部から前記基本データを読み出し、読み出したデジタル形
式の前記基本データに応じて、データを伝送するための電気信号である伝送波を変調して
信号を生成する変調ステップと、
　前記センサにより、現在の状態を測定し、アナログ形式の付加データを取得する測定ス
テップと、
　前記センサ信号発生部により、前記センサから入力されるアナログ形式の付加データに
応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化させることにより、前記基本データに応じて前記ＩＣ
により変調された信号の振幅ａを、前記付加データを前記コイルから出力するための信号
の振幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを伝送するための伝送波と、前記デジタル
形式の基本データを伝送するための振幅ａを有する信号と、前記アナログ形式の付加デー
タを伝送するために前記振幅ａから遷移された振幅ｂを有する信号と、により合成信号を
生成する合成信号生成ステップと、
　前記コイルにより、前記無線周波数信号として前記合成信号を出力するステップと、を
含むことを特徴とする、ＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法。
【請求項５】
　前記請求項２のＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、
　前記メモリ部により、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステ
ップと、
　前記コイルにより、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、
　前記静電圧印加回路により、前記コイルで発生した前記誘導電流を静電圧に変換し、前
記ＩＣ及び前記センサに印加する静電圧生成ステップと、
　前記静電圧によって駆動された前記ＩＣにより、前記メモリ部から前記基本データを読
み出し、読み出したデジタル形式の前記基本データに応じて、データを伝送するための電
気信号である伝送波を変調して信号を生成する変調ステップと、
　前記静電圧によって駆動された前記センサにより、現在の状態を測定し、アナログ形式
の付加データを取得する測定ステップと、
　前記静電圧によって駆動された前記センサ信号発生部により、前記センサから入力され
るアナログ形式の付加データに応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化させることにより、前
記基本データに応じて前記ＩＣにより変調された信号の振幅ａを、前記付加データを前記
コイルから出力するための信号の振幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを伝送する
ための伝送波と、前記デジタル形式の基本データを伝送するための振幅ａを有する信号と
、前記アナログ形式の付加データを伝送するために前記振幅ａから遷移された振幅ｂを有
する信号と、により合成信号を生成する合成信号生成ステップと、
　前記コイルにより、前記無線周波数信号として前記合成信号を出力するステップと、を
含むことを特徴とする、ＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法。
【請求項６】
　前記請求項１に記載のＲＦタグと、前記ＲＦタグからの合成信号を受信するＲＦＩＤ読
取り部とを含むＲＦＩＤシステムにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、
　前記メモリ部により、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステ
ップと、
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　前記ＲＦ－ＩＤ読取り部により、磁気波を伝送する磁気波伝送ステップと、
　前記コイルにより、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、
　前記誘導電流に基づいて前記ＩＣを駆動することにより、前記メモリ部から前記基本デ
ータを読み出し、読み出したデジタル形式の前記基本データに応じて、データを伝送する
ための電気信号である伝送波を変調して信号を生成する変調ステップと、
　前記誘導電流に基づいて前記センサを駆動することにより、現在の状態を測定し、アナ
ログ形式の付加データを取得する測定ステップと、
　前記誘導電流に基づいて前記センサ信号発生部を駆動することにより、前記センサから
入力されるアナログ形式の付加データに応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化させることに
より、前記基本データに応じて前記ＩＣにより変調された信号の振幅ａを、前記付加デー
タを前記コイルから出力するための信号の振幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを
伝送するための伝送波と、前記デジタル形式の基本データを伝送するための振幅ａを有す
る信号と、前記アナログ形式の付加データを伝送するために前記振幅ａから遷移された振
幅ｂを有する信号と、により合成信号を生成する合成信号生成ステップと、
　前記コイルにより、前記無線周波数信号として前記合成信号を出力するステップと、を
含むことを特徴とする、ＲＦＩＤシステムにおけるＲＦ－ＩＤ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＦ-ＩＤタグを用いたＲＦ-ＩＤ（Radio　Frequency-Identification）シ
ステムにおいて、認証に必要な基本データからセンサで検出した付加データに至るまで確
認することができるＲＦ－ＩＤシステムおよびその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線技術が目覚しく進んでいる最近、前払いバスカードから駐車場出入証、および研究
所の出入カードに至るまで、様々なＲＦ－ＩＤシステムが使用されるようになり、既存の
バーコード（bar－code）に取り換えられている。かかるＲＦ-ＩＤシステムは基本的に無
線周波数を用いるが、基本的な構成はタグに格納されたＩＣがタグ所有者およびタグが取
り付けられた製品の情報を無線周波数の信号状で出力し、前記ＲＦ－ＩＤ読取り部がこれ
を受信・確認するシステムからなる。
【０００３】
　このようなＲＦ－ＩＤシステムの種類は、タグ内に格納されたＩＣを駆動する方法によ
って、タグに格納されているバッテリを用いて電源を供給するアクティブ（Active）型と
、ＲＦ－ＩＤ読取り部から送信された磁気波（Magnetic　Wave）を用いて誘導電流を誘起
するパッシブ（Passive）型とがある。一般に用いられるＲＦ－ＩＤシステムのタグは、
薄くて軽いカード状のパッシブ型のタグである。パッシブ型のタグはコイルが形成されて
おり、磁気波を介して電流を誘導するだけでなく、格納されたＩＣから出力されるデータ
を伝送するアンテナの役割もする。
【０００４】
　図１Ａに、一般のパッシブ型ＲＦ－ＩＤシステムの構造を簡単に示す。図１Ｂには、Ｒ
Ｆ－ＩＤシステムの動作をブロック図として示した。図に示すように、コイル３０および
ＩＣ２０が格納されているタグ１０をＲＦ－ＩＤ読取り部５０に近づけると、アンテナ４
０を介して放出される磁気波をコイル３０が受信する（Ｓ１１０）。コイル３０はファラ
デーの法則によって磁気波から誘導電流を発生する（Ｓ１２０）。
【０００５】
　誘導電流により生成された電圧でＩＣ２０が駆動されれば、ＩＣ２０は格納メモリ（図
示せず）に格納されたデータ（例えば、タグ所有者の名前、社員番号、住民番号、出入許
可、タグが取り付けられた製品の製造年度、製造会社など）をアクセスする（Ｓ１３０）
。コイル３０はアンテナの役割を行い前記データを無線周波数の信号状で出力する（Ｓ１
４０）。
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【０００６】
　ＲＦ－ＩＤ読取り部５０はアンテナ４０を介してデータを受信し（Ｓ１５０）、受信さ
れたデータを復調することによって（Ｓ１６０）、タグの情報を確認できる（Ｓ１７０）
。
【０００７】
　一方、係る従来のＲＦ－ＩＤシステムで認証に必要な基本データ以外、タグ周辺の現状
態をセンサで測定し、このようにして得られた追加データが確認できればより有効になる
。例えば、多くの工業製品において用いられる一種のＲＦ－ＩＤシステムであるバーコー
ドの場合、単に製造番号、値段などの基本情報のみを出力するだけで、ワインのような保
管上に一定の温度が保たれる必要がある場合にはワインの現在温度を一緒に出力可能にし
、より効果的な管理が可能となる。
【０００８】
　係る製品の現状態まで測定するためには、必ずセンサが認証システムに含まれる必要が
ある。ＲＦ－ＩＤシステムの場合はタグ内にコイル、ＩＣ以外にもセンサが格納されなけ
ればならない。望ましくは、ＩＣ開発時にセンサおよびセンサの情報をデジタルデータに
変換させる部分を加えることによって認証に必要な基本データと共に付加データを出力す
ることが好ましい。これは最近注目を浴びているＳＯＣ（System　On　Chip）技術で具現
できる。
【０００９】
　しかし、係る方式でセンサを加えＲＦ-ＩＤシステムを具現すると、センサ情報をデジ
タルデータに変換するＡＤコンバーター（Analog　to　Digital　Convertor）が必要なの
で、新たな構造のＩＣが開発されるべきであり、ＩＣ内に加えられたブロックによる電力
消耗によってパッシブ型タグを用いるシステムにおいては、センサ駆動が不可能になる問
題点を抱えている。さらに、より複雑な構造のＩＣを使用するとタグの単価上昇の問題は
避けられないため、前述した低価の工産品については使用し難い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は前述した問題点を解決するために案出されたもので、本発明の目的は、最小限
のハードウェアのみを加えてタグから出力される周波数信号の周波数を遷移したり、振幅
を変化させることによって基本データ以外にセンサにより検出されたアナログデータを加
えて出力するＲＦ-ＩＤシステムおよび方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前述した目的を達成するために、第１発明は、認証に必要なデジタル形式の基本データ
を予め格納するメモリ部と、磁気波を受信して誘導電流を発生させる機能と、外部に無線
周波数信号を出力するアンテナの機能と、を有するコイルと、前記メモリ部から前記基本
データを読み出し、読み出したデジタル形式の前記基本データに応じて、データを伝送す
るための電気信号である伝送波を変調して信号を生成するＩＣと、現在の状態を測定し、
アナログ形式の付加データを取得するセンサと、前記ＩＣ、前記センサ及び前記コイルに
接続された可変抵抗を有するセンサ信号発生部と、前記センサ信号発生部は、前記センサ
から入力されるアナログ形式の付加データに応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化させるこ
とにより、前記基本データに基づいて変調された信号の振幅ａを振幅ｂに遷移させ、結果
として、前記データを伝送するための伝送波と、前記デジタル形式の基本データを伝送す
るための振幅ａを有する信号と、前記アナログ形式の付加データを伝送するために前記振
幅ａから遷移された振幅ｂを有する信号と、により合成信号を生成し、前記コイルは、前
記無線周波数信号として前記合成信号を出力することを特徴とする、ＲＦタグを提供する
。
【００１２】
　第２発明は、第１発明において、前記コイルで発生した前記誘導電流を静電圧に変換し
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、前記ＩＣ及び前記センサに印加する静電圧印加回路をさらに含むことを特徴とするＲＦ
タグを提供する。
【００１３】
　第３発明は、第１発明において、前記ＲＦタグはステッカー状で製造され、前記ステッ
カーの接着面上に少なくとも前記コイル及び前記センサを具現することを特徴とする、Ｒ
Ｆタグを提供する。
【００１５】
　第５発明は、第１発明のＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、前記メモリ部によ
り、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステップと、前記コイル
により、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、前記ＩＣによ
り、前記メモリ部から前記基本データを読み出し、読み出したデジタル形式の前記基本デ
ータに応じて、データを伝送するための電気信号である伝送波を変調して信号を生成する
変調ステップと、前記センサにより、現在の状態を測定し、アナログ形式の付加データを
取得する測定ステップと、前記センサ信号発生部により、前記センサから入力されるアナ
ログ形式の付加データに応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化させることにより、前記基本
データに応じて前記ＩＣにより変調された信号の振幅ａを、前記付加データを前記コイル
から出力するための信号の振幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを伝送するための
伝送波と、前記デジタル形式の基本データを伝送するための振幅ａを有する信号と、前記
アナログ形式の付加データを伝送するために前記振幅ａから遷移された振幅ｂを有する信
号と、により合成信号を生成する合成信号生成ステップと、前記コイルにより、前記無線
周波数信号として前記合成信号を出力するステップと、を含むことを特徴とする、ＲＦタ
グにおけるＲＦ－ＩＤ方法を提供する。
【００１６】
　第６発明は、第２発明のＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、前記メモリ部によ
り、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステップと、前記コイル
により、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、前記静電圧印
加回路により、前記コイルで発生した前記誘導電流を静電圧に変換し、前記ＩＣ及び前記
センサに印加する静電圧生成ステップと、前記静電圧によって駆動された前記ＩＣにより
、前記メモリ部から前記基本データを読み出し、読み出したデジタル形式の前記基本デー
タに応じて、データを伝送するための電気信号である伝送波を変調して信号を生成する変
調ステップと、前記静電圧によって駆動された前記センサにより、現在の状態を測定し、
アナログ形式の付加データを取得する測定ステップと、前記静電圧によって駆動された前
記センサ信号発生部により、前記センサから入力されるアナログ形式の付加データに応じ
て前記可変抵抗の抵抗値を変化させることにより、前記基本データに応じて前記ＩＣによ
り変調された信号の振幅ａを、前記付加データを前記コイルから出力するための信号の振
幅ｂに遷移させ、結果として、前記データを伝送するための伝送波と、前記デジタル形式
の基本データを伝送するための振幅ａを有する信号と、前記アナログ形式の付加データを
伝送するために前記振幅ａから遷移された振幅ｂを有する信号と、により合成信号を生成
する合成信号生成ステップと、前記コイルにより、前記無線周波数信号として前記合成信
号を出力するステップと、を含むことを特徴とする、ＲＦタグにおけるＲＦ－ＩＤ方法を
提供する。
【００１７】
　第７発明は、前記発明１に記載のＲＦタグと、前記ＲＦタグからの合成信号を受信する
ＲＦＩＤ読取り部とを含むＲＦＩＤシステムにおけるＲＦ－ＩＤ方法において、前記メモ
リ部により、認証に必要なデジタル形式の基本データを予め格納する格納ステップと、前
記ＲＦ－ＩＤ読取り部により、磁気波を伝送する磁気波伝送ステップと、前記コイルによ
り、磁気波を受信して誘導電流を発生させる誘導電流発生ステップと、前記誘導電流に基
づいて前記ＩＣを駆動することにより、前記メモリ部から前記基本データを読み出し、読
み出したデジタル形式の前記基本データに応じて、データを伝送するための電気信号であ
る伝送波を変調して信号を生成する変調ステップと、前記誘導電流に基づいて前記センサ
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を駆動することにより、現在の状態を測定し、アナログ形式の付加データを取得する測定
ステップと、前記誘導電流に基づいて前記センサ信号発生部を駆動することにより、前記
センサから入力されるアナログ形式の付加データに応じて前記可変抵抗の抵抗値を変化さ
せることにより、前記基本データに応じて前記ＩＣにより変調された信号の振幅ａを、前
記付加データを前記コイルから出力するための信号の振幅ｂに遷移させ、結果として、前
記データを伝送するための伝送波と、前記デジタル形式の基本データを伝送するための振
幅ａを有する信号と、前記アナログ形式の付加データを伝送するために前記振幅ａから遷
移された振幅ｂを有する信号と、により合成信号を生成する合成信号生成ステップと、前
記コイルにより、前記無線周波数信号として前記合成信号を出力するステップと、を含む
ことを特徴とする、ＲＦＩＤシステムにおけるＲＦ－ＩＤ方法を提供する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、ＲＦ-ＩＤシステムを構成するタグ内にセンサを加えて認証に必要な
基本データ以外もタグ部が取り付けられた客体の現状態を測定しアナログデータ状で出力
できる。この場合、基本データ伝送波の周波数または振幅を変化させることで追加データ
を示すので、追加データの確認のために別除でＩＣを開発する必要がなく、タグ部にセン
サをまっすぐ装着することができる。また、ＲＦ-ＩＤ読取り部に付加データ確認のため
の最小限のハードウェアを加えることによってセンサ測定信号が検出できるので、タグ部
の単価を引下げることができる。一方、本発明に実施形態によると、タグ部をステッカー
状または粘着テープ型に製造し、一回の使用による使い捨て用のタグ部として利用するこ
とができる。例えば、頻繁に状態（例えば体温）のチェックを要する伝染病患者の体にこ
のようなステッカー状タグを取り付けてＲＦ-ＩＤ読取り部を近づけると、患者の氏名、
歳、性別、発病時期などの基本データ以外にも患者の現体温を測定した付加データが確認
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付の図面を参照して本発明に係るＲＦ－ＩＤシステムおよび方法について詳述
する。
【実施例】
【００２１】
　図２は、本発明に係るＲＦ－ＩＤシステムの構成を概略的に示している。同図を参照す
ると、図１Ａには一般的なＲＦ－ＩＤシステムにセンサ２２０を加えて格納したことが示
されている。つまりコイル２３０、ＩＣ２１０、センサ２２０が格納されたタグ部２００
と前記タグ部２００から出力される無線信号を受信するアンテナ２４０および前記アンテ
ナ２４０から受信された基本データおよび付加データを処理するＲＦ－ＩＤ読取り部２５
０からなる。
【００２２】
　図３は、本発明に係るＲＦ－ＩＤシステムの無線認証方法をブロック図で示した図であ
る。図の中心にある点線を基準として左側はタグ部２００の作用を示し、右側はＲＦ－Ｉ
Ｄ読取り部２５０の作用を示した。
【００２３】
　認証のために、タグ部２００をＲＦ－ＩＤ読取り部２５０に近づけると、前記ＲＦ－Ｉ
Ｄ読取り部２５０から放出される磁気波（Magnetic　Wave）がタグ部２００に伝送される
（Ｓ３００）。
【００２４】
　タグ部２００に磁気波を伝送すると、ファラデーの法則に従って、誘導された誘導電流
がコイル２３０に流れ込み電源を供給する（Ｓ３１０）。供給された電源はタグ部２００
に格納されたＩＣ２１０を駆動し、自身のメモリに格納された基本データを呼出す（Ｓ３
２０）。一方、特定用途のセンサ２２０を駆動して、このセンサが測定したデータを基本
データに付加した合成信号を生成する（Ｓ３３０）。この場合、センサ２２０は測定しよ
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うとする情報の種類によって決められる。例えば、温度、湿度、衝撃の大きさ、粗度など
を測定するセンサを具現することができる。
【００２５】
　センサにより測定されたデータが付加・生成された合成信号は、タグ部２００に格納さ
れたコイル２２０を介して外部へと伝送される（Ｓ３４０）。この場合、合成信号はデジ
タルデータフォーマットの伝送周波数に乗せられ伝送される。センサによって加えられた
付加データは、デジタルデータに変換されずにアナログデータフォーマットで伝送される
。このアナログデータ形式は、伝送周波数信号を周波数遷移するか、振幅を変化させる方
式により基本データに決め込むように構成できる。
【００２６】
　タグ部２００から合成信号が伝送されれれば、ＲＦ－ＩＤ読取り部２５０は、アンテナ
２４０を介して合成信号を受信した後、基本データおよび付加データを抽出する（Ｓ３５
０）。受信されたデータのうち認証が必要な基本データが格納されている基本データはデ
ジタル状であり、復調過程を経て情報を確認する（Ｓ３６０、Ｓ３７０）。
【００２７】
　一方、アナログフォーマットの付加データは、前述したように基本データの伝送周波数
を一定の距離遷移させるか振幅を変化する方式で伝送されるので、遷移された周波数およ
び変化された振幅を検索して検出する（Ｓ３８０、Ｓ３９０）。
【００２８】
　図４には、本発明に係るＲＦ－ＩＤシステムの一実施形態であって、センサが格納され
たタグ部２００の構成をブロック図で示している。
【００２９】
　同図によると、コイル４００は、外部の磁気場を伝送される誘導電流発生部の役割およ
び外部に無線周波数信号を出力するアンテナの役割をする。
【００３０】
　外部から印加された磁気場よりコイル４００で誘導電流が発生すると、電圧変換部４１
０にて誘導電流を静電圧に変換させる。誘導電流は磁気場の強さ変化に応じて誘導される
もので、ＩＣおよびセンサを駆動するに当たっては不安定になるので静電圧に切り替える
必要がある。電圧変換部４１０から変換された電圧はＩＣ５１０およびセンサ４５０に印
加される。本実施形態では、制御部４２０、ＥＥＰＲＯＭ４３０、およびトランスミター
（transmitter）４４０、から構成されたＩＣ５１０を示しているが、これは説明に必要
な部分のみを図示したもので前記構成に限らない。
【００３１】
　一方、前述した実施形態にては、ＲＦ－ＩＤ読取り部が単に磁気波のみを出力すること
によってタグを駆動させる端方向ＲＦ－ＩＤシステム（例えば、前払いバスカード）で具
現されたが、通常、より複雑な構造のＲＦ－ＩＤシステムであってＲＦ－ＩＤ読取り部が
磁気波以外のデータを共に出力する場合、そのようなデータをタグ部から抽出して伝送デ
ータの種類を決める両方向ＲＦ－ＩＤシステムが用いられている。
【００３２】
　図４にて電圧変換部４１０とＩＣ５１０との間にデータ検出部４１５を挿入し、印加さ
れた磁気波に乗せられ伝送されたデータを抽出して制御部４２０に入力させると、制御部
は入力されたデータに対応される情報をＥＥＰＲＯＭ４３０にて呼出して出力することに
よりＲＦ－ＩＤ読取り部２５０とタグ部２００との間の情報のやりとりが可能になる。
【００３３】
　一方、ＩＣ５１０内の制御部４２０に静電圧が印加されると、制御部４２０はＥＥＰＲ
ＯＭ４３０に格納された基本データを呼出してトランスミター４４０に印加する。トラン
スミター４４０はデジタルフォーマットの基本データを伝送周波数に乗せて出力するよう
になる。
【００３４】
　尚、電圧変換部４１０から変換された電圧は、センサ４５０も同時に駆動するが、セン
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サ４５０は測定しようとする対象を簡単な回路構成により測定してアナログデータフォー
マットでセンサ信号発生部４６０に入力する。センサ信号発生部４６０は、ＩＣ５１０内
のトランスミター４４０から出力される伝送周波数を遷移させるか、伝送周波数の振幅を
変換させることでセンサ４５０が検出した付加データが付加された合成信号を生成し出力
する。以下では、センサ信号発生部４６０およびコイル４００を含んでいる部分を観念的
に信号出力部５００と称する。
【００３５】
　この場合、信号出力部５００は、アンテナとして使用されるコイルと並列に接続された
可変コンデンサーおよび/または可変抵抗として具現され得る（図５Ａおよび図５Ｂ）。
図５Ａは、可変コンデンサーをコイルと並列に接続させた構造であり、コンデンサーの容
量Ｃが測定したデータ値に応じて変換して周波数遷移を引き起こす。
【００３６】
　図５Ｂは、可変抵抗をコイルと並列に接続させた構造であり、抵抗値Ｒがセンサから測
定されたデータ値に応じて変化し伝送周波数の振幅を変化させる。
【００３７】
　ＲＦ－ＩＤ読取り部２５０からは、伝送周波数に乗せられた基本データを復調過程を経
て抽出すると同時に、遷移された周波数の間隔または変化された振幅を測定して付加デー
タを検出する。
【００３８】
　図６は、基本データおよび付加データを含んだ合成信号の出力形態を示している。図６
Ａは基本データを載せた伝送周波数信号６００を示しており、図６Ｂは可変コンデンサー
を用いて信号出力部５００を具現した場合（図５Ａ）、前記伝送周波数信号６００が一定
の距離Ｃ遷移されて付加データを表しているのを示している。ＲＦ－ＩＤ読取り部では、
センサが検出したデータに基づいて基本データの伝送周波数ｆｃが一定の距離遷移されて
出力された場合、遷移された信号６１０の周波数ｆｍを測定していlｆｃ-ｆｃl＝ ｆｍの
式により可変コンデンサーの大きさを検出することで、結果的には付加データを検出する
ことができる。
【００３９】
　一方、図６Ｃは、可変抵抗を用いて信号出力部５００を具現した場合（図５Ｂ）、伝送
周波数信号６００の振幅が変化され６２０付加データを表した。ＲＦ－ＩＤ読取り部２５
０では、変化された振幅（Ｒ）を測定して可変抵抗の大きさを測定し付加データを検出す
る。
【００４０】
　本発明に係るセンサを加えたＲＦ-ＩＤシステムは、多様な分野にていろいろな用途で
用いられる。図７Ａおよび図７Ｂでは、かかる本発明のＲＦ－ＩＤシステムの活用例を示
している。図７Ａおおび図７Ｂは、それぞれ粘着テープ型またはステッカー型で製造され
たタグが示しているが、一般的な無線認証システムにおけるプラスチックカード状で製造
したものを手軽く着脱できるように製造したものである。同図を参照すると、粘着テープ
７型７００またはステッカー型７４０のタグ上にコイル７１０，７５０が配列されており
、前記コイルにより誘導される電流で駆動するＩＣおよびセンサ７２０，７６０が配され
ている。前記ＩＣおよびセンサ７２０、７６０は、前述したようにＩＣのトランスミター
から出力される伝送周波数信号を周波数遷移させるか、振幅変化させることによってセン
サ検出信号を付加させる方式で駆動される。
【００４１】
　以上で、本発明の好ましい実施形態について図説したが、本発明は、前述した特定の実
施例に限らず、請求の範囲で請求する本発明の要旨を逸脱しない限りにおいて、当該発明
の属する技術分野において通常の知識を持つ者ならば誰でも多様な変形実施が可能なこと
は勿論、そのような変更は請求の範囲の記載の範囲内にあることになる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
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　本発明により製造されたＲＦ－ＩＤシステムは、基本情報以外に付加情報を測定して伝
送することができるので、一定状態の環境を保つべき工業製品に適用することが可能であ
り、また患者などの体に取り付けて使用することが可能である。特にＲＦ－ＩＤシステム
のタグ部をステッカー型または粘着テープ型で製造することにより一回使用での使い捨て
の用途に適して使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】（Ａ）は従来のＲＦ－ＩＤシステムの簡略構成図であり、（Ｂ）は従来のＲＦ－
ＩＤシステムの作動に対するブロック図である。
【図２】本発明に係るセンサ装置が加えられたＲＦ－ＩＤシステムの簡略構成図である。
【図３】本発明に係るＲＦ―ＩＤシステムの作動に対するブロック図である。
【図４】本発明に係るＲＦ－ＩＤシステムのタグ部に対する簡略構成図である。
【図５】本発明のＲＦ－ＩＤシステムのタグ部で用いられる信号出力部の実施形態に対す
る簡略回路図である。
【図６】本発明の実施形態に係るＲＦ－ＩＤ読取り部で検出する基本データおよび付加デ
ータに対するグラフである。
【図７】本発明のＲＦ－ＩＤシステムの他の実施形態に対する簡略構成図である。
【符号の説明】
【００４４】
４０　　　　コイル
４１０　　　電圧変換部
４２０　　　制御部
４３０　　　ＥＥＰＲＯＭ
４４０　　　トランスミター
４５０　　　センサ
４６０　　　センサ信号発生部
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